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先
日
、
大
阪
・
夢
洲
で
開
催
中
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
家
族
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
、
会
場
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
建
築
家
の
藤
本
壮
介
氏
が
手
が
け
た
「
大
屋
根
リ

ン
グ
」
で
す
。
事
前
に
「
人
々
が
『
万
博
に
来
た
』
と
納
得
で
き
る
も
の
を
創
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
藤

本
氏
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
実
物
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
全
長
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
最
大
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
屋
根
リ
ン
グ
は
、
「
世
界
最
大
の
木
造
建
築
物
」
と
し
て
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
っ
て
景
色
を
楽
し
む
の
も
良
し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
眺
め
な

が
ら
歩
く
も
良
し
、
休
憩
す
る
も
良
し
。
ま
さ
に
今
回
の
万
博
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
圧
巻
で
し
た
。 

　
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
未
来
社
会
の
実

験
場
」
で
す
。
会
場
に
並
ぶ
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
最
先
端
技
術
の
粋
を
集
め
つ
つ
、
人
間
の
生
き
方
や
地
域

の
知
恵
、
環
境
と
の
共
生
を
見
つ
め
直
す
空
間
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
二
◯
年
前
に
愛
知

県
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
・
地
球
博
」
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
今
回
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し
た
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
、
よ
り
近
未
来
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
気
候
変
動
や
資
源
枯
渇
と

い
っ
た
課
題
の
克
服
な
し
に
は
未
来
を
描
け
な
い
と
い
う
現
実
も
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
万
博
の
テ
ー

マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、
単
な
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
「
未
来
社
会

を
形
づ
く
る
の
は
、
今
を
生
き
る
一
人
ひ
と
り
の
責
任
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
が
日
本
の
技
術
や
経
済
力
を
世
界
に
示
し
た
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回

の
万
博
は
国
際
的
な
「
共
創
の
実
験
場
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
異
な
る
文

化
や
背
景
を
持
つ
人
々
が
互
い
に
耳
を
傾
け
、
共
に
未
来
像
を
編
み
上
げ
る
。
そ
の
体
験
は
、
分
断
が
深

ま
る
世
界
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
試
み
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　
前
評
判
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
。
多
く
の
学
び
と
感
動
を
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
ら
せ
ず
、
「
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
私
た
ち
自

身
」
で
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
未
来
の
扉
を
開
い
た
大
阪
万
博
」

講師の独り言 講師 
佐藤　晃樹

「体験に勝るものなし」
　昨年から挑戦したいと思ってい
た「キャニオニング」に、ついに
参加してきました。キャニオニン
グとは、「沢下り」とも呼ば
れ、体一つで急な岩場を滑り降
りたり、高所から滝つぼに飛び
込んだりして楽しむ、自然を満喫
するアウトドア体験です。 
　実は私、水と高所が大の苦
手。それでも「だからこそ、挑戦
すれば違う景色が見えるのでは」
と思い、思い切って挑戦しまし
た。 
　当日は前日の雨で水量も増
し、流れも速くなっており、イン
ストラクター曰く、「今日は最高

のコンディション」と。しかし、
私にとっては緊張感が高まるばか
りでした。 
　最初は低い高さから飛び込ん
だり、緩やかな岩場を滑り降り
たりしましたが、それでも一度ご
とに息をつくほどの刺激。回数を
重ね徐々に慣れてくると、水や高
さへの恐怖はあったものの、最
初程のためらいはなくなりまし
た。何より滝つぼに飛び込んだ
り滑り降りた後に、何とも言えな
い充実感と達成感を味わっている
自分がいました。４時間のツアー
はあっという間に終わり、最後
には「来年も挑戦したい」と思え

るほどでした。 
　誰しも初めての体験には不安が
あります。しかし一歩踏み出すこ
とで、自分でも気づいていなかっ
た可能性や新しい自分に出会う
ことができます。今回のキャニオ
ニングを通して、改めて「体験に
勝るものなし」と強く実感しま
した。 
　弊社の研修も同様に、体験を
通じてこそ得られる学びを大切に
しています。苦手や未知の領域に
挑戦することが、成長や新たな
発見につながる。そのような機会
を今後もご提供してまいります。
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　ハラスメントは特別な人だ
けに起こるものではなく、誰
もが加害者にも被害者にもな
り得る身近な問題です。何気な
い一言や行動でも、相手に
とっては負担や苦痛となり、
職場の信頼関係や雰囲気に影
響を及ぼすことがあります。本

講義では、ハラスメントの基
本的な知識や事例をわかりや
すく紹介し、自分の言動を振
り返る視点を提供します。上司
部下が安心して働ける職場づ
くりに向け、互いを尊重し合
うための第一歩を一緒に考え
ましょう。（吉田）

　近年、人材育成や組織開発の分
野で注目されている理論に「成人
発達理論」があります。この理論
は、子どもの成長だけでなく、大
人もまた発達段階を経て成長し続
ける存在であることを示していま
す。つまり、人間は何歳になっても
新たな視点や価値観を獲得し、よ
り高度な判断や行動ができるよう
になる可能性を秘めているという
ことです。しかし、現実には、多く
の組織で「人は簡単には変われな
い」という思い込みが根強く存在
しています。その背景には、次の３
つの要因があります。 
　１つ目は、「何が成長を妨げて
いるのかを十分に理解できていな
い」こと。課題の本質が見えてい
ないままでは、適切な打ち手を講
じることができません。 

　２つ目は、「どうせ人は大して
変われない」という固定観念。努
力しても結果が伴わないという思
い込みが、より積極的に関わろう
とする挑戦を阻んでしまいます。 
　３つ目は、「人間的な成長は年
齢を重ねても止まらない」ことを
理解していても、それが組織内で
の教育や実践に十分に反映されて
いない現実です。 
　これらの壁を超え、本当の意味
での能力開発を実現するために
は、単に知識を増やしたり行動パ
ターンのレパートリーを広げたりす
るだけでは不十分です。必要なの
は、パソコンに例えるなら「アプ
リを追加する」のではなく、「OS
そのものを進化させる」ことです。
つまり、自分や組織が前提として
いる価値観やものの見方そのもの

をアップデートすることが求めら
れるのです。知識や経験はあるもの
の、視野が狭く活躍の場が限られ
る方はどのような組織でも一定数
いるのではないでしょうか。 
　成人発達理論を活用すると、社
員一人ひとりが自らの成長段階を
理解し、次のステージへ進むため
の学びを得ることができます。これ
により、リーダーはより広い視野か
ら判断できるようになり、組織全
体の柔軟性と持続性を高めること
ができます。「人は何歳になっても
成長できる」という前提を組織に
浸透させることは、社員の意欲を
引き出し、変化の激しい時代を生
き抜く強さを育てることにつなが
ります。私たちはその実現を支援
し、共に未来を創るパートナーで
ありたいと考えています。（鈴木）
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　「最近疲れを感じやすい」「風邪をひきやすくなっ
た」「やりたいことがあるのに体力が追いつかない」
そんな悩みを抱えている人はいませんか。一方で、年
を重ねてもいつでもパワフルで疲れ知らずの方もいま
す。その違いは何でしょう。実は体力には、「行動体
力（身体を動かす力）」と「防衛体力（病気やストレ
スに打ち勝つ力）」の２つがあり、このバランスを整
えることが重要。本書では行動体力と防衛体力を向上
させる知識と実践トレーニング法を紹介しています。
近年の研究では思考や精神的な体力にも、運動は効果
的と言われています。「結局最後は体力がある人が勝
つ」と母親が言ってたのを思い出しました。（吉田）

オススメ図書コーナー
『体力おばけへの道 
　 頭も体も疲れにくくなるスゴい運動』 
　　　　　　　　　　　　　　　著：澤木　一貴

社員教育・管理者教育の事なら 

ビジネス教育訓練所株式会社

人は何歳になっても成長できる 

成人発達理論が示す「組織と人材の可能性」

■今年の研修日程※参加希望の方は事前にお問合せ下さい。 

◯管理者実践４日間合宿　…１０月２１日（火）～１０月２４日（金）延長なし

◯営業マン実践３日間合宿…１０月２１日（火）～１０月２３日（木）延長なし 

◯ビジネス特訓４日間合宿…１２月１６日（火）～１２月１９日（金）延長あり 

◯管理者実践４日間合宿　…１２月１６日（火）～１２月１９日（金）延長なし

■編集後記／生まれ育った環境は、その後の人生にも影響を及ぼすと思いま
す。生きるためには何でもするという厳しい環境で育った人と、自分がしなく
ても周りが何とかしてくれるという環境で育った人とでは、思考や行動に大き
な差が生じるでしょう。その両者が競い合えば、結果は明白です。生き残るた
めには、いち早くその違いを受け入れる、時代を生き抜くために自分を鍛え
る、そんな「しなやかさ」と「強さ」が求められる時代だと感じます。（吉田）

研修プログラム紹介コーナー
講義「ハラスメントへの理解」
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